
（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）

平成21年10月作成
１　政策のめざす姿や状態

基本目標 1

政　策 (6)

めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい ③

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策

（^-^）順調 18

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 19

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（-_-）横ばい 20

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

能代市総合計画　まちづくり点検表

輝きとぬくもりのまち

高齢者人口に対する自立高齢者率

高齢になっても住み慣れた家庭や地域で、健康でいきいきと自立した生活ができること。

高齢者が培った知識と経験を生かして、社会的な役割を持ち、生きがいや地域の活力につながること。

地域住民やボランティアなどとの交流やその支援が、高齢者の自立を支えること。

指標の推移

シルバー人材センターの登録会員数

指標の推移

地域で活躍する元気な高齢者

指標の推移

　高齢・病気等の理由によ
り、平成21年３月にまとまっ
た脱退があって減少したが、
加入ＰＲの効果などで４月以
降は新たな加入者が増え、順
調に推移している。

 平成21年９月末現在：405人

　高齢者人口が増加している
ため、今後も加入者が増える
ことが予想される。
　それに合わせた受託事業の
増加を図り、団体の自立を促
す。

（順調に推移しているので取
組を維持。）

　第３期介護保険事業計画で
は、年々要援護者の出現率が
上がることを想定していた
が、介護予防等により、要援
護者の出現率は横ばいとなっ
ている。
　今後、人口のピークである
団塊の世代が年齢を重ねる
と、要援護者の出現率も上が
ることが想定されるが、この
まま介護予防の推進により伸
びを抑制できれば、目標達成
できると考えられ、順調に推
移しているといえる。

　要援護者の出現率は、年齢
を重ねるごとに上がっていく
傾向があり、今後、人口の
ピークである団塊の世代が年
齢を重ねると、要援護者の出
現率が大幅に上がることが予
想されるため、目標達成に向
けてさらに効果が高い施策を
研究し、展開していく。

・介護予防の効果について、
先進事例を参考に本市の実例
なども検証しながら、予防効
果が高い施策を展開。

　豪雨災害、秋田わか杉国体
等を経験し、住民のボラン
ティア意識が高まってきてお
り、こうした意識を育てて輪
を広げていくことができれ
ば、目標達成ができると考え
られる。

　今後も引き続き、市民の参
加意識の高揚を図るととも
に、新たに参加意識を持つ人
を増やしていく必要がある。
　そのため、参加者の輪を広
げるための活動や、参加者へ
の特典といった自発的に参加
したくなる仕組みなど、より
参加しやすい環境を整えるこ
とも検討していく。

・ボランティアなどの市民活
動の啓発。
・ボランティア活動のポイン
ト制など、多くの高齢者が楽
しみながら参加できる仕組み
の検討。

自治会・町内会やボランティア活動など市民活動に参加することを心がけている市民（高齢者）の割合

82.0%

83.8%84.0%84.0%

H19 H20 H21 H22 H23 H24

60.0%

52.2%
48.1%

51.0%

H19 H20 H21 H22 H23 H24

388人

411人

391人
396人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）
（>_<）不調 21

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

シルバー人材センターの就業延人員

指標の推移

　急激な社会経済情勢の変化
の影響で受注件数・契約金額
とも前年度を大きく下回る結
果となり、就業延人員も減少
した。

　受託事業の増加を図り、団
体の自立を促す。

・市としてもあらゆる機会に
シルバー人材センター事業の
周知と会員募集に協力。

42,030
人

38,252
人

41,824
人

40,029
人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）

平成21年10月作成
１　政策のめざす姿や状態

基本目標 1

政　策 (7)

めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい ③

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策

（^-^）順調 22

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（-_-）横ばい 23

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（-_-）横ばい 24

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

・公共施設等のバリアフリー
化の促進。
・行事開催時の障害者への補
助ボランティア。
・障害者の社会参加が当たり
前になるよう広報等により啓
発。

　障害者自立支援法の施行に
伴い、退所後の福祉サービス
体制が整ってきたことで、各
施設において地域移行が可能
と判断された場合は、在宅
サービスを利用した地域生活
への移行に積極的に取り組ん
でいることにより、移行者の
増加につながったと考えられ
る。

　知的障害者や精神障害者が
地域において、生活の援助を
受けながら共同生活を行うグ
ループホーム、ケアホーム、
福祉ホームについて、社会福
祉法人、医療法人等による設
置を促進していく必要があ
る。

・障害者が共同生活するグ
ループホーム等の事業者への
支援。
・居宅介護・相談支援体制の
強化。

　障害者雇用については、法
に基づいた雇用率の達成のた
め、職業安定所が活動に力を
入れていることや、雇用側の
理解が深まってきていること
により、平成19年度（グラフ
ではH20）においては雇用率が
伸びていたが、平成20年度に
おいては、経済状況の悪化に
より、雇用率が減少したと考
えられる。
　平成21年度においても経済
状況が改善されていない状況
では、雇用率の伸びは期待で
きないと考えられる。

　障害者の一般就労の拡大の
ため、行政・施設・事業者・
関係団体による情報の共有化
を図り、求職者、求人者の要
望に対応していく必要があ
る。

・関係機関・関係団体で構成
するネットワークの構築。

事業所における障害者雇用率

指標の推移

地域で社会で自立する障害者

指標の推移

　ひまわり号やであいのコン
サート、障害者スポーツレク
リエーションや障害者ふれあ
い作品展などの継続した取組
により、障害者への理解など
が深まってきていると考えら
れるが、平成19年開催の全国
障害者スポーツ大会わか杉大
会のような市民を巻き込んだ
行事がなかったことが、市民
意識の減少につながったと考
えられる。

　障害者への理解を広めてい
くため、更なる交流の場が必
要であるが、障害者の参加が
物理的に難しい行事等もあ
り、社会参加の機会が限られ
ることがある。
　そのため、障害者が障害を
気にすることなく、健常者と
同じように参加し、活動でき
る環境を整えていく必要があ
る。

能代市総合計画　まちづくり点検表

輝きとぬくもりのまち

障害者計画に基づき入所施設から地域生活へ移行する人数

障害があっても住み慣れた家庭や地域で、生きがいを持って自立した生活ができること。

障害者が個性や能力を生かして社会参加できること。

地域住民やボランティアなどとの交流やその支援が、障害者の自立を支えること。

指標の推移

障害を持つ人も社会参加できる環境が整っていると思う市民の割合

4人(累
計)

13人
(累計)

1人(累
計)0人

H19 H20 H21 H22 H23 H24

2.60%

2.37%

2.31%

2.45%

H19 H20 H21 H22 H23 H24

13.9%

20.0%

12.9%

17.6%

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）
（^-^）順調 25

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 (2)

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（-_-）横ばい 26

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

公共施設等のバリアフリー化の６項目クリア率

指標の推移

　クリア率が伸びない要因と
しては、
・新たに建設される公共施設
が少なくなっていること。
・既存の施設は、行財政改革
の面から、今後の運営方針の
検討がなされていること。
・既存の施設は、バリアフ
リー化を行うスペースが少な
く、改修工事に多額な経費が
かかるケースが多いこと。
などが考えられる。

　公共施設は、不特定多数の
市民が利用するものであり、
誰もが利用できることが求め
られるが、財政面の考慮も必
要であるため、可能な施設か
らバリアフリー化に努める。

・障害者等の立場に立った施
設管理の周知。
・６項目一斉でなくても、年
次計画等により、できるとこ
ろから改善。

手話サークル登録者数（ボランティアセンター）

指標の推移

　手話技術の習得講座を終了
した人が、その技術の向上等
のために、引き続き手話サー
クルに加入していることで、
登録者数の増加につながった
と考えられる。

　手話技術習得講座の継続実
施のほか、手話サークルの存
在や、個々の事情に応じてボ
ランティアができることなど
について、市民に周知してい
く。

・ボランティアセンターにボ
ランティア登録する際、手話
ボランティアについても説
明。
・広報紙等により手話サーク
ルに関して周知。

ボランティアセンター登録者数

指標の推移

　福祉分野のボランティアを
はじめ、除雪ボランティアや
学校支援ボランティアなど、
さまざまなボランティア活動
の広まりを受け、順調に推移
している。
　高齢化、核家族化などの進
行により、家庭機能が低下
し、近隣社会で助け合いの人
間関係が希薄に成りつつある
中、人と人との絆を生み出す
ボランティア活動への関心の
高まりが、登録者数の増加に
つながってきているのではな
いかと考えられる。

　ボランティアが活動しやす
い環境づくりや、情報や目標
を共有して交流・連携できる
仕組みづくりを進める必要が
ある。

・ボランティア登録者が活動
しやすい環境づくりや、交
流・連携のための仕組みの検
討。
・ボランティア同士の情報交
換の場の確保や、ホームペー
ジ・メールマガジンでの情報
発信の検討。

70人71人72人

63人

H19 H20 H21 H22 H23 H24

5.5%

8.0%

5.4% 5.6%

H19 H20 H21 H22 H23 H24

5,641
人

6,000
人

5,148
人

5,243
人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）

平成21年10月作成
１　政策のめざす姿や状態

基本目標 1

政　策 (8)

めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい ③

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策

（-_-）横ばい 27

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 (4)

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 (5)

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

能代市総合計画　まちづくり点検表

輝きとぬくもりのまち

地区の祭りや七夕・民俗芸能などへ参加を心がけている市民の割合

民俗芸能や民俗行事などを通じて、世代間交流が進み、地域住民の結びつきが深まること。

文化・芸術の活発な活動により、人の心が豊かになること。

地域の歴史や文化への理解が深まり、地域に愛着や誇りを持てること。

指標の推移

自主学習グループ会員数（公民館登録）

指標の推移

ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術

指標の推移

　自主学習グループ会員数が
目標値を上回った。
　これは、自主学習グループ
数の増加と同様の要因である
と考えられる。

　今後は、若い人の学習グ
ループへの加入や新グループ
の結成等をいかに促していく
かが課題となる。

・若い人のニーズに即した講
座開設等の検討。

　地区の祭りなどへ参加を心
がけている市民の割合は横ば
いとなっている。
　これは、社会構造の変遷な
どにより、地区におけるコ
ミュニティのあり様も変わ
り、行事等もまた様変わりし
ていくものであるが、本市で
は各地区において、従来から
のコミュニティが維持されて
いるからではないかと考えら
れる。

　地区行事等への多数の参加
は、地域コミュニティの高ま
りをもたらすものである。
　多くの地区では、世帯数減
等のマイナス要因もあり、地
区の行事や自治会・町内会活
動等への参加を促していく必
要がある。
　また、地域や地区そのもの
への関心を高めるような取組
も必要となっている。

・民俗芸能、民俗行事の掘り
起こし。

　自主学習グループは順調に
増えている。
　これは、中央公民館や地区
公民館で開設している「市民
学校」などにおいて、地域の
課題を取り上げた学習活動の
取組等が、講座終了後の自主
学習グループの結成につな
がったものと考えられる。

　自主学習グループが増える
ことで、さまざまな活動の活
発化につながり、地域づくり
に活かされていくことにな
る。
　今後は、グループ同士の連
携を深め、より大きな効果を
生み出せるような仕組みづく
りが課題となる。

・グループ同士の連携が深ま
る仕組みの検討。

自主学習グループ数（公民館登録）

33.8%

42.0%

33.5%
33.7%

H19 H20 H21 H22 H23 H24

4,500
人

4,249
人

4,529
人

H19 H20 H21 H22 H23 H24

285団
体

276団
体

257団
体

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）
（-_-）横ばい 28

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（>_<）不調 29

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 30

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

能代市民俗芸能連合会加盟団体数

文化財保護協会の会員数

指標の推移

　会員数が減少傾向にある
が、これは、県文化財保護協
会能代支部・二ツ井町文化財
保護協会とも活動そのものは
活発であるものの、会員の高
齢化が進んでいることや若年
層の入会が減少していること
などが影響していると考えら
れる。

　郷土の歴史や文化財に興
味・関心を持つことは、個々
人の郷土愛につながり、ひい
ては地域づくりにもつながっ
ていく。
　今後は、市民が歴史や文化
財に興味・関心を持てるよう
な協会主催講座、協会会員の
自己研修などが重要になって
くるため、協会活動への支援
が必要である。

・協会主催の会員研修等への
支援を継続。

指標の推移

　民俗芸能は各地域において
幾世代にもわたって受け継が
れてきたもので、その承継活
動は社会構造の変遷などに大
きく影響を受けてしまうもの
である。
　加盟団体数は横ばいである
が、全国的に厳しい状況の中
で団体数を維持していること
は、市民俗芸能連合会への支
援策が一定の効果をもたらし
ているものと考えられる。

　各地域における民俗芸能の
承継活動は、地域づくりにも
つながる活動である。
　今後は、各団体での後継者
育成活動等に対する支援策の
充実に努めるとともに、現在
未加盟の民俗芸能（民俗行
事）団体の連合会への加盟を
働きかける必要がある。

・後継者育成や公演機会の確
保に対する支援策を維持。

檜山歴史ガイドの会会員数

指標の推移

　歴史ガイドの会は、市主催
の「ガイド養成講座」の修了
者により組織されており、平
成20年度に講座を開催したこ
とにより、会員が増加した。

　今後もガイドの会の会員を
増やすため、定期的に養成講
座を実施していく。
　また、ガイドの質を確保
し、市民のガイドへの興味・
関心を高めるためにも、ガイ
ドの会主催の研修会等への協
力・支援が必要である。

・ガイドの会の推薦による認
定制の検討。

20団体

19団体19団体19団体

H19 H20 H21 H22 H23 H24

150人

101人105人

121人

H19 H20 H21 H22 H23 H24

48人

50人

42人 41人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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（参 考）（参 考）（参 考）（参 考）

平成21年10月作成
１　政策のめざす姿や状態

基本目標 1

政　策 (9)

めざす姿や状態 ①

－評価の目安－
（^-^）順調

②

（-_-）横ばい ③

（>_<）不調

２　指標の推移と評価、取組の改善策

（^-^）順調 31

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 32

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

（^-^）順調 33

推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

能代市総合計画　まちづくり点検表

輝きとぬくもりのまち

スポーツに親しんでいる市民（週一回以上）の割合

スポーツを気軽に楽しめ、健康づくりや体力づくり、仲間づくりができること。

スポーツに取り組める環境があり、競技力が向上すること。

スポーツイベントなどを通じて、バスケの街として誇りが高まること。

指標の推移

スポーツ少年団認定指導者数

指標の推移

だれもが気軽に楽しめるスポーツ

指標の推移

　認定指導者数が目標値を上
回った。
　その要因としては、小学校
体育連盟の解散で、ジュニア
のスポーツ活動が社会体育化
したことにより、指導者の充
実・底上げが図られたことな
どが考えられる。

　今後、指導者として、ス
ポーツ少年団活動の趣旨を十
分理解してもらうことが課題
である。
　また、スポーツ少年団本部
の意向・指導を理解した上
で、過度の期待や勝負へのこ
だわりにより、子ども達の負
担にならないよう親の理解を
得ていくことが課題である。

・認定研修への参加をさらに
促し、取組を継続。
・教育研修機会の提供を継
続。

　スポーツに親しむ市民の割
合が、年度によって変動はあ
るものの、基準値からは増加
している。
　その要因としては、昨今の
健康ブームの影響が考えられ
るほか、市の取組では、比較
的容易にできるニュースポー
ツの普及事業の継続的な開催
や、スポーツ教室等での新規
参加者の募集、教室終了後の
サークル化やリピーター化の
ためのスポーツ機会の提供・
指導などが考えられる。

　スポーツ教室等に参加する
側の立場に立った企画や事業
展開が課題となっている。
　また、さまざまなスポーツ
に携わるリピーターの確保、
要望や使用目的を考慮した施
設開放が課題となっている。

・より気軽にスポーツを楽し
めるよう配慮し、取組を継
続。

　栄光賞の表彰数が目標値に
近づいている。
　その要因としては、各競技
団体が主体的にジュニアの育
成及び競技力向上を図るため
の教室・講習会等を開催して
いることや、小学校体育連盟
の解散以降、競技力向上に対
する学社連携が進められてい
ることなどが考えられる。

　競技力の向上と競技者の底
辺拡大を図る方策が課題と
なっている。
　また、競技者としての意識
の高揚を促す機会の提供が課
題となっている。

・各競技団体が主体の競技力
に応じた教室開催や事業展
開。
・スポーツ少年団活動による
ジュニア競技者の育成。
・競技者として興味や期待の
持てる全国大会レベルの競技
会の誘致。

優良競技者・団体表彰数（栄光賞）

50.0%

46.0%

52.1%

43.7%

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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134人

149人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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434人

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策

バスケの街を他に誇れると思う市民の割合

指標の推移

　バスケの街を誇れる市民の
割合が減少した。
　その要因の一つとしては、
平成19年度に本市で少年男子
フルエントリーの参加で開催
された秋田わか杉国体が終了
し、市民の関心が落ち着いた
ためと考えられる。
　「バスケの街」としてのイ
メージは、能代工業高校バス
ケ部の存在が大きい現状があ
り、市民レベルの啓発や取組
が必要になっているものと考
えられる。

　バスケに関するさまざまな
情報発信をはじめ、「バスケ
の街づくり」の市民意識の高
揚をどのように図っていくか
が課題となっている。
　また、定着してきた「バス
ケの街」のイメージをどのよ
うに活かしていくかが課題と
なっている。

・バスケの要素を取り入れた
ニュースポーツや健康づくり
の取組。
・能代カップをはじめ、大
会・イベント・教室等を情報
発信し、「バスケの街」をア
ピール。
・バスケを基調としたイラス
トのペイントやイメージキャ
ラクターの検討。
・スポ少のミニバス育成等に
よる競技人口の拡大。
・バスケの普及、競技力の向
上を側面から支える指導者の
育成。

61.0%

75.0%

69.9%

73.6%

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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推移の分析・考えられる要因 目標に向けた課題・方向性 考えられる取組の改善策指標の推移

　個性や能力を発揮できる地
域になっていると思う市民の
割合が、年度によって変動し
ている。
　男女共同参画推進事業や日
本語学習ふれあい交流支援事
業、人権擁護活動促進事業な
どを行っているが、まだ、十
分浸透しきれていないと考え
られる。

　今後も引き続き、さまざま
な取組を進めていく必要があ
る。

・広報紙等を活用した事業の
ＰＲ、事業への参加の呼びか
けを継続。

能代市総合計画　まちづくり点検表

輝きとぬくもりのまち

一人ひとりの個性や能力を発揮できる地域になっていると思う市民の割合

性別や国籍などにかかわらず、一人ひとりの個性や能力を発揮できること。

人権意識や平和意識が浸透すること。

認め合い支え合う社会づくり

7.7%

20.0%

10.4%

8.5%

H19 H20 H21 H22 H23 H24
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